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時論公論政
治
家
に
は
三
つ
の
コ
ー
ス

佐
藤
栄
作
内
閣
時
代
に
竹
下
登
官
房

長
官
の
酒
の
相
手
を
し
、
酔
っ
た
竹
下
さ

ん
か
ら
「
豊
島
君
、
政
治
家
に
は
三
つ
の

コ
ー
ス
が
あ
る
。
ま
ず
、
君
の
故
郷
・
栃

木
県
第
２
区
（
当
時
）の
○
○
○
○
さ
ん

の
よ
う
に
、
大
臣
の
に
お
い
は
す
れ
ど
も

な
れ
な
い
コ
ー
ス
、
次
に
、
大
臣
に
は
な
れ

る
コ
ー
ス
。
そ
し
て
、
不
肖
、
竹
下
登
、
総

理
総
裁
の
コ
ー
ス
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が

あ
る
。

政
権
党
の
自
民
党
の
総
裁
選
は
、
現
代

の
関
ヶ
原
で
あ
る
。
近
年
は
こ
の
総
裁
選

に
活
気
が
な
い
。

最
近
の
政
治
家
は
、
第
三
の
コ
ー
ス
へ

の
執
念
が
不
足
し
て
い
る
よ
う
だ
。

と
こ
ろ
で
、
総
裁
選
に
参
戦
す
る
政
治

家
の
行
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
強
烈
な
愛

国
心
と
権
力
欲
で
あ
ろ
う
。
理
想
達
成

に
は
権
力
を
掌
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
立
派
な
政
治
を
し
た
い
と
い
う
政
治
家

の
使
命
感
と
権
力
を
と
り
た
い
と
い
う
権

力
欲
は
分
か
ち
難
い
も
の
で
あ
る
」（
フ
ラ

ン
ス
の
政
治
学
者
ジ
ュ
ブ
ネ
ル
）。

幕
が
開
け
た
ら

芝
居
は
終
わ
っ
て
い
た

自
民
党
総
裁
選
は
、３
年
前
は
現
職
の

安
倍
晋
三
総
裁
の
無
投
票
再
選
だ
っ
た
。

今
回
（
９
月
20
日
投
票
）
は
現
職
の
安
倍

総
裁
Ｖ
Ｓ
石
破
茂
元
幹
事
長
の
一
騎
討
ち

だ
っ
た
。

自
民
党
総
務
会
長
の
岸
田
文
雄
氏
は

ハ
ム
レ
ッ
ト
の
よ
う
に
迷
っ
た
末
に
、
立
候

補
を
断
念
し
た
。
総
裁
選
は
、
細
田
派
、

麻
生
派
、
岸
田
派
、
二
階
派
、
石
原
派
が

安
倍
総
裁
を
支
持
し
、
幕
が
開
け
た
ら
、

芝
居
は
終
わ
っ
て
い
た
、と
い
う
感
じ
だ
っ

た
。
現
金
が
乱
れ
飛
ぶ
昭
和
の
激
し
い
総

裁
選
を
思
う
と
随
分
、
静
か
に
な
っ
た
も

の
だ
。

ス
マ
ー
ト
だ
が
胆
力
不
足

我
が
国
は
中
国
、
北
朝
鮮
の
脅
威
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
世
界
の
政
治
家

を
見
る
と
米
の
ト
ラ
ン
プ
、ロ
シ
ア
の
プ
ー

チ
ン
、
中
国
の
習
近
平
、
北
朝
鮮
の
金
正

恩
と
い
う
「
独
裁
者
」の
時
代
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
相
手
に
日
本
の
国
益
を
守
る

の
は
至
難
の
業
で
あ
る
。
経
験
豊
富
な
リ
ー

ダ
ー
が
必
要
な
場
面
で
あ
り
、現
職
の
安
倍

総
裁
に
有
利
に
働
い
た
と
い
え
よ
う
。

政
治
に
は
、
妥
協
を
迫
ら
れ
る
場
面
も

多
々
あ
る
。

電
力
の
鬼
・
松
永
安
左
ヱ
門
は
「
小
さ

な
妥
協
は
小
さ
な
人
物
で
も
で
き
る
が
、

大
き
な
妥
協
は
大
き
な
人
物
で
な
け
れ
ば

で
き
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
。

最
近
の
日
本
の
政
治
家
は
ス
マ
ー
ト
で

は
あ
る
が
、
胆
力
不
足
で
あ
る
。
私
が
番

記
者
を
し
た
佐
藤
栄
作
に
は
目
を
正
視

し
得
な
い
よ
う
な
迫
力
が
あ
っ
た
。
政
治

家
ら
し
い
情
熱
、
迫
力
が
感
じ
ら
れ
る
人

物
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

百
年
の
計
は

政
権
党
で
あ
る
自
民
党
の
人
材
養
成

に
も
深
い
配
意
が
感
じ
ら
れ
な
い
。「
一
年

の
計
は
穀
を
樹
（
う
）
う
る
に
如
（
し
）

く
は
な
く
、
十
年
の
計
は
木
を
樹
（
う
）

う
る
に
如
く
は
な
く
、
百
年
の
計
は
人
を

樹
（
う
）
う
る
に
如
く
は
な
し
」（
管
子
）。

第
三
の
総
理
総
裁
の
コ
ー
ス
で
は
、
自

民
党
三
役
、
特
に
幹
事
長
、
内
閣
で
は
外

務
、
大
蔵
（
今
の
財
務
）、
通
産
（
今
の
経

産
）
大
臣
経
験
は
必
須
だ
っ
た
。

昭
和
47
年
の
ポ
ス
ト
佐
藤
の
総
理
総

裁
の
候
補
で
あ
る
三
角
大
福
中
も
こ
の
条

件
を
充
た
し
て
い
た
。

三
木
武
夫
は
、
自
民
党
幹
事
長
、
外

務
、
通
産
大
臣
等
を
経
験
し
て
い
る
。

田
中
角
栄
は
自
民
党
幹
事
長
、
大
蔵
、

通
産
大
臣
等
を
務
め
て
い
る
。

IV

政
治
ア
ナ
リ
ス
ト

元
杏
林
大
学
教
授

豊
島
典
雄

静
か
な
総
裁
選
を
考
え
る

│
人
を
残
せ
る
か
？
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大
平
正
芳
は
、自
民
党
幹
事
長
、外
務
、

大
蔵
、
通
産
大
臣
等
を
経
験
し
て
い
る
。

福
田
赳
夫
は
、
自
民
党
幹
事
長
、
外

務
、
大
蔵
大
臣
等
を
経
験
し
て
い
る
。

中
曽
根
康
弘
は
、
自
民
党
幹
事
長
、
総

務
会
長
、通
産
大
臣
等
を
経
験
し
て
い
る
。

十
分
な
経
験
を
し
て
い
る
。
登
板
の
準

備
が
で
き
て
い
た
。
し
か
し
、
現
在
、
日
本

丸
の
船
長
候
補
の
育
成
が
出
来
て
い
な
い
。

総
理
は
、
歴
史
法
廷
の
被
告
で
あ
る
。

成
功
は
政
治
の
絶
対
目
的
で
あ
る
。

戦
後
日
本
に
貢
献
し
た
総
理
は

田
中
、
小
泉
？

読
売
新
聞
の
戦
後
70
年
に
関
す
る
世

論
調
査
が
、
２
０
１
５
年
２
月
25
日
付
け

の
同
紙
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
70
年

の
歴
代
首
相
で
そ
の
業
績
を
評
価
す
る

首
相
は
誰
か
、
と
た
ず
ね
て
い
る
。
①
田

中
角
栄
、
②
小
泉
純
一
郎
、
③
吉
田
茂
、

④
佐
藤
栄
作
の
順
で
あ
る
。

戦
後
の
総
理
で
、
人
気
が
あ
っ
た
の
は

日
本
列
島
改
造
論
の
田
中
角
栄
、郵
政
民

営
化
の
小
泉
純
一
郎
だ
が
、
中
曽
根
康
弘

元
総
理
は
著
著
の
自
省
録
で「
要
す
る
に
、

『
列
島
改
造
論
』
と
い
う
の
は
『
田
中
式

開
発
発
想
』に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
す
。
と
て

も
本
当
の
政
治
哲
学
と
い
え
る
よ
う
な
代

物
も
の
で
は
な
い
」
と
切
り
捨
て
て
い
る
。

首
相
に
な
り
た
て
の
田
中
角
栄
は
、
朝

早
く
か
ら
バ
ス
で
や
っ
て
く
る
大
勢
の
地

元
の
支
持
者
か
ら
陳
情
を
聞
い
て
、
鯉
に

餌
を
や
っ
て
官
邸
に
出
か
け
る
と
い
う
毎

日
だ
っ
た
。
中
曽
根
康
弘
は「『
列
島
改
造

論
』
は
そ
う
し
た
日
常
か
ら
生
ま
れ
た
産

物
。『
朝
と
い
う
時
間
は
１
日
の
う
ち
で
１

番
大
切
な
と
き
で
、
静
か
に
も
の
を
考
え
、

国
策
を
練
る
厳
粛
な
時
で
あ
る
。
だ
か
ら

総
理
た
る
者
は
、朝
は
自
分
の
た
め
に
取
っ

て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
朝
早

く
か
ら
選
挙
民
を
集
め
て
陳
情
を
聞
く
と

い
う
の
は
、総
理
大
臣
の
や
る
こ
と
で
は
な

い
』
と
私
は
批
判
し
た
も
の
で
す
」（
自
省

録
）と
厳
し
く
批
評
す
る
。
頷
け
る
。

小
泉
純
一
郎
に
対
し
て
は
、「
総
理
た
る

も
の
、
本
来
な
ら
ば
、
大
黒
柱
に
当
た
る

背
骨
を
組
み
立
て
て
か
ら
、
手
や
足
を
つ

く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
憲

法
改
正
問
題
、
教
育
基
本
法
改
正
、
財
政

十
カ
年
計
画
な
ど
の
国
家
１
０
０
年
の
計

を
考
え
る
よ
う
な
大
綱
を
ま
ず
国
民
に
示

す
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
道

路
公
団
を
や
る
、
郵
政
民
営
化
を
や
る
、

こ
う
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で

す
」。順
番
が
違
う
と
い
う
。同
感
で
あ
る
。

逆
に
、
不
人
気
で
石
を
も
て
追
わ
れ
た

感
の
あ
る
の
は
、
安
保
改
定
の
岸
信
介
、

沖
縄
返
還
の
佐
藤
栄
作
兄
弟
で
あ
る
。
中

曽
根
元
総
理
は
「
私
の
知
る
総
理
大
臣

で
、宰
相
学
を
本
当
に
身
に
つ
け
て
い
た
の

は
岸
信
介
、
佐
藤
栄
作
の
お
２
人
だ
け
」。

岸
に
は
、「
安
保
条
約
改
正
案
の
内
容

は
非
常
に
正
し
い
」「
政
治
家
と
し
て
の

人
生
を
賭
し
て
、
大
勝
負
を
や
る
人
で
し

た
。
明
治
維
新
の
志
士
の
よ
う
に
志
が
高

か
っ
た
」
と
言
う
。
高
い
評
価
だ
。

ぶ
れ
た
石
破
茂
氏

さ
て
、
今
回
の
自
民
党
総
裁
選
だ
が
、

安
倍
総
裁
へ
の
挑
戦
者
の
石
破
茂
氏
の
憲

法
９
条
に
つ
い
て
の
ブ
レ
が
気
に
な
っ
た
。

憲
法
９
条
１
項
だ
け
で
な
く
、
２
項
も

堅
持
し
た
上
で
自
衛
隊
を
明
記
す
る
と
い

う
安
倍
総
裁
を
批
判
し
、
２
項
を
削
除

し
て
国
防
軍
に
す
る
よ
う
主
張
し
て
い
た
。

「
今
ま
で
自
民
党
が
や
っ
て
き
た
こ
と
は

な
ん
だ
っ
た
の
と
い
う
話
に
な
る
。
自
民

党
の
改
正
案
は
通
り
っ
こ
な
い
、
と
い
う

の
は
敗
北
主
義
だ
」
と
。

そ
の
石
破
氏
が
、
今
で
は
、「
９
条
改

憲
を
優
先
せ
ず
、
参
院
選
挙
区
の
合
区
解

消
や
緊
急
事
態
条
項
新
設
を
急
ぐ
べ
き
」

（
東
京
新
聞
、
８
月
11
日
）
と
言
う
。

マ
ッ
ク
ス
ウ
エ
ー
バ
ー
は
、「
断
じ
て
挫

け
な
い
人
間
。
ど
ん
な
事
態
に
直
面
し
て

も
『
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
！
』
と
言
い
き

る
自
信
の
あ
る
人
間
。
そ
う
い
う
人
間
だ

け
が
政
治
へ
の
『
天
職
』
を
持
つ
」
と
言
っ

た
が
…
…
…
。

人
を
残
せ
る
か
？

「
地
位
は
人
を
つ
く
る
」。
吉
田
茂
は
池

田
勇
人
、
佐
藤
栄
作
に
地
位
を
与
え
て
育

て
た
。「
晩
年
の
吉
田
は
『
財
を
残
す
は

下
、仕
事
を
残
す
は
中
、人
を
残
す
は
上
』

と
い
う
言
葉
を
好
ん
で
披
露
し
た
」（
岸

本
弘
一
著
・
政
界
ラ
イ
バ
ル
物
語
）。

佐
藤
も
福
田
赳
夫
と
田
中
角
栄
を
党

と
内
閣
の
要
職
に
就
け
て
競
わ
せ
た
。
中

曽
根
康
弘
も
安
倍
晋
太
郎
、
竹
下
登
、
宮

沢
喜
一
を
競
わ
せ
た
。
小
泉
純
一
郎
も
安

倍
晋
三
を
育
て
た
と
言
え
よ
う
。

安
倍
晋
三
総
裁
は
人
を
残
す
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
か
。
ポ
ス
ト
安
倍
で
名
前
が

上
が
る
者
も
、
ま
だ
経
験
不
足
で
あ
る
。

岸
田
文
雄
氏
に
は
、
幹
事
長
、
財
務
大

臣
の
経
験
が
な
い
。
河
野
外
相
も
自
民
党

三
役
の
経
験
が
な
い
。
小
泉
進
次
郎
衆
院

議
員
の
人
気
は
高
い
が
、
ま
だ
副
大
臣
も

経
験
し
て
い
な
い
。

総
裁
選
後
の
人
事
で
人
材
を
登
用
し
、

ど
う
競
わ
せ
育
て
る
か
？
注
目
し
た
い
。




